
意
味
や
言
葉
の
由
来
をD

O
N
G
R
I

で
確
認
し
な
が
ら
学
習
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

故
事
成
語

組

名
前
（

）

⑦ ⑤ ③ ①
一
．

出
藍
の

（

）

蛍
雪
の

（

）

管
鮑
の

（

）

烏
合
の

（

）

次
の
故
事
成
語
の
言
葉
に
続
く
も
の
を
あ
と
か
ら
選
び
、
書
き
入
れ
な
さ
い
。

⑧ ⑥ ④ ②

先
ん
ず
れ
ば
人
を
（

）

逆
鱗
に
（

）

牛
耳
を

（

）

会
稽
の

（

）

口

執
る

衆

功

恥

誉
れ

戦
い

触
れ
る

制
す

交
わ
り

⑤ ③ ①
二
．

禍
を
転
じ
て
□
と
為
す

（

）

覆
水
□
に
返
ら
ず

（

）

人
間
到
る
所
に
□
あ
り

（

）

次
の
□
に
入
る
言
葉
を
あ
と
か
ら
記
号
で
選
び
、故
事
成
語
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。

⑥ ④ ②

□
の
斧

（

）

春
宵
一
刻
値
□

（

）

□

の
陣

（

）

オ

千
金

カ

盆

ウ

青
山

エ

背
水

ア

螳
螂

イ

福

１人１台時代の学びを支える辞書アプリ https://www.east-educat ion. jp/products/dongr i/

⑤ ④ ③ ② ①
三
．

取
り
越
し
苦
労
の
こ
と
（

）

同
類
の
中
で
特
に
優
れ
て
い
る
も
の
（

）

つ
じ
つ
ま
が
合
わ
な
い
こ
と
（

）

少
し
の
欠
点
も
な
い
も
の

（

）

詩
文
の
語
句
を
何
度
も
練
り
直
す
こ
と

（

）

次
の
意
味
に
当
て
は
ま
る
故
事
成
語
を
あ
と
か
ら
選
び
、
書
き
入
れ
な
さ
い
。推

敲
杞
憂

完
璧

白
眉

矛
盾

ケ ク キ カ オ エ ウ イ ア ⑦ ④ ①
四
．

非
常
に
親
密
な
交
際
の
こ
と

遠
い
場
所
の
出
来
事
な
ど
を
直
感
的
に
知
る
能
力

他
人
の
言
動
を
自
分
の
修
養
の
参
考
に
す
る
こ
と

古
い
習
慣
に
こ
だ
わ
っ
て
進
歩
が
な
い
こ
と

深
い
悲
し
み
や
痛
切
な
思
い

詩
文
や
書
物
の
内
容
な
ど
に
誤
り
が
多
い
こ
と

余
計
な
も
の

釣
り
好
き
な
人

他
よ
り
も
抜
き
ん
出
た
作
法
や
技
法

圧
巻
（

）

杜
撰
（

）

千
里
眼
（

）

次
の
故
事
成
語
の
意
味
を
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

⑧ ⑤ ②

蛇
足
（

）

株
守
（

）

太
公
望
（

）

⑨ ⑥ ③

断
腸
の
思
い
（

）

他
山
の
石
（

）

水
魚
の
交
わ
り
（

）

う
ご
う

か
い
け
い

か
ん
ぽ
う

け
い
せ
つ

げ
き
り
ん

し
ゅ
つ
ら
ん

さ
き

じ
ん
か
ん

ふ
く
す
い

お
の

と
う
ろ
う

せ
い
ざ
ん

き
ゆ
う

ず
さ
ん
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で
確
認
し
な
が
ら
学
習
を
進
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ま
し
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う
。

故
事
成
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（
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（

功
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鮑
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（

交
わ
り

）

烏
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（

衆

）

次
の
故
事
成
語
の
言
葉
に
続
く
も
の
を
あ
と
か
ら
選
び
、
書
き
入
れ
な
さ
い
。

⑧ ⑥ ④ ②

先
ん
ず
れ
ば
人
を
（
制
す

）

逆
鱗
に
（
触
れ
る

）

牛
耳
を

（

執
る

）

会
稽
の

（

恥

）

口

執
る

衆

功

恥

誉
れ

戦
い

触
れ
る

制
す

交
わ
り

⑤ ③ ①
二
．

禍
を
転
じ
て
□
と
為
す

（
イ

）

覆
水
□
に
返
ら
ず

（
カ

）

人
間
到
る
所
に
□
あ
り

（
ウ

）

次
の
□
に
入
る
言
葉
を
あ
と
か
ら
記
号
で
選
び
、故
事
成
語
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。

⑥ ④ ②

□
の
斧

（
ア

）

春
宵
一
刻
値
□

（

オ

）

□

の
陣

（
エ

）

オ

千
金

カ

盆
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青
山

エ

背
水

ア

螳
螂

イ

福

１人１台時代の学びを支える辞書アプリ https://www.east-educat ion. jp/products/dongr i/

⑤ ④ ③ ② ①
三
．

取
り
越
し
苦
労
の
こ
と
（

杞
憂

）

同
類
の
中
で
特
に
優
れ
て
い
る
も
の
（

白
眉

）

つ
じ
つ
ま
が
合
わ
な
い
こ
と
（

矛
盾

）

少
し
の
欠
点
も
な
い
も
の

（

完
璧

）

詩
文
の
語
句
を
何
度
も
練
り
直
す
こ
と

（

推
敲

）

次
の
意
味
に
当
て
は
ま
る
故
事
成
語
を
あ
と
か
ら
選
び
、
書
き
入
れ
な
さ
い
。推

敲
杞
憂

完
璧

白
眉

矛
盾

ケ ク キ カ オ エ ウ イ ア ⑦ ④ ①
四
．

非
常
に
親
密
な
交
際
の
こ
と

遠
い
場
所
の
出
来
事
な
ど
を
直
感
的
に
知
る
能
力

他
人
の
言
動
を
自
分
の
修
養
の
参
考
に
す
る
こ
と

古
い
習
慣
に
こ
だ
わ
っ
て
進
歩
が
な
い
こ
と

深
い
悲
し
み
や
痛
切
な
思
い

詩
文
や
書
物
の
内
容
な
ど
に
誤
り
が
多
い
こ
と

余
計
な
も
の

釣
り
好
き
な
人

他
よ
り
も
抜
き
ん
出
た
作
法
や
技
法

圧
巻
（
ア

）

杜
撰
（
エ

）

千
里
眼
（
ク

）

次
の
故
事
成
語
の
意
味
を
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

⑧ ⑤ ②

蛇
足
（
ウ

）

株
守
（
カ

）

太
公
望
（
イ

）

⑨ ⑥ ③

断
腸
の
思
い
（
オ

）

他
山
の
石
（
キ

）

水
魚
の
交
わ
り
（
ケ

）

う
ご
う

か
い
け
い

か
ん
ぽ
う

け
い
せ
つ

げ
き
り
ん

し
ゅ
つ
ら
ん

さ
き

じ
ん
か
ん

ふ
く
す
い

お
の

と
う
ろ
う

せ
い
ざ
ん

き
ゆ
う

ず
さ
ん


	スライド 1
	スライド 2

